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序文

『 3．短期留学、英語留学、遠隔教育、認定』は、米国
留学を考えている学生や研究者の方々に客観的かつ実
用的なアドバイスを提供するために、米国国務省が作
成した4冊の手引きの中の1冊です。この4冊は全て、イ
ンターネット上のサイトhttp://educationusa.state.govから
ダウンロードできます。また印刷版は、世界各地のEd-
ucationUSAアドバイジングセンターで入手できます。
最寄りのセンターの所在地については、米国大使館ま
たは領事館に問い合わせるか、EducationUSAのサイト
に掲載されているリストをご覧ください。

この 4冊は以下の分野を扱っています。

大学学部課程
米国での学士号と準学士号の取得プログラムの選び方、
出願の仕方、米国での技術・職業教育の機会について。

大学院、専門課程および研究
米国の修士号取得、博士号取得、博士号取得後の研究
の各プログラムの調べ方や出願方法、および、自分の
教育や実務経験を米国で向上させたい専門家のための
認証と免許取得に関して。

短期留学、英語留学、遠隔教育、認定
米国で最長1年間勉強する機会についての情報、米国外
から遠隔教育プログラムを通じて、学位、卒業証書、
資格を取得するために学ぶ方法の概要、米国の高等教
育機関の認定制度に関する詳細情報について。

出発準備：米国で住み学ぶための実際的な情報
米国の大学に入学が許可された後、渡米計画を立てる
際に役立つ情報、ビザ申請、米国への引越し、大学のキャ
ンパス到着後に何をすべきかについてのアドバイス。
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はじめに

米国の教育機関は、米国で学術的、専門的目標を追求
するためのさまざまな代替機会を提供します。例とし
ては短期交換留学、語学プログラム、遠隔教育による
授業と学位取得、専門分野別教育などがあります。

なぜ米国で学ぶのか

世界中から60万人を超える学生が米国にやってきて、
より高度な教育を受けている理由の、ほんの一部を紹
介します。

教育の質：米国の高等教育機関は、その施設、資源、
教員の質の高さで世界的に有名です。各教育機関がこ
うした基準を維持していることは、認定制度によって
保証されています。また全米の高校の交換留学スポン
サー機関も、政府が定めた質の基準を遵守しなければ
なりません。

選択：米国の教育制度には、学校の種類、学問・社会
的環境、入学要件、学位取得プログラム、専攻分野の
選択肢の点で、世界でも類を見ない豊富さを誇ってい
ます。

多様性：米国には毎年、60万人を超える留学生がやっ
てきます。世界各地から集まった多種多様なバックグ
ラウンドを持つ人々に、米国の大学キャンパスで出会
うことができます。

価値：自分の将来への投資として、米国で取得する学
位には、費用に見合う素晴らしい価値があります。授
業料や生活費の選択の幅が広く、大学からの財政援助
を受けることもできるため、費用の面でも多数の学生
が米国留学できるようになっています。

柔軟性：米国で学ぶ学生は、自分の通う大学の多様な
科目の中から選択することができ、さらに他の大学に
転校することもできます。
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はじめに

EducationUSAアドバイジングセンター

「アドバイジングセンターから私が受けた手助
けと支援は、いくら高く評価しても、しすぎる
ことはありません。センターは米国の教育制度
に関する、私の最初の、そして第1の情報源と
なりました。センターにある本や雑誌、インター
ネットへのアクセスは非常に役に立ちました。
そして、スタッフの人たちは私が目的を達成す
るために、大いに支援してくれました」

―ビジネス専攻のロシア人留学生

自分にとって最適なプログラムを選択するためには、
自分自身が努力し、入念に計画する必要がありますが、
世界中のおよそ450のEducationUSAアドバイジングセン
ターが、情報やアドバイスを提供してお手伝いします。
センターでは、大学要覧、プログラムガイド、入学試
験情報などが閲覧でき、また、経験豊富な教育アドバ
イザーが、プログラム選びや出願のプロセスをお手伝
いします。一部のセンターでは、大学進学説明会やセ
ミナーなどのイベントを開催しています。ビデオやグ
ループ説明会などによる基本的な留学情報の収集、ウェ
ブサイトへのアクセス、図書室特設コーナーでの蔵書
閲覧などが無料でできます。それ以外のサービスにつ
いては、センターによっては、有料となる場合があり
ます。

EducationUSAアドバイジングセンターは全て、米国国
務省の支援を受け、米国留学の幅広い機会について、
客観的な情報を提供することを目的にしています。こ
の業務を行っているセンターの名称や運営団体は国に
よって異なります。最寄りのセンターについては、米
国大使館または領事館に問い合わせるか、Education 
USAのウェブサイト（http://www.educationusa.state.gov）
に掲載されているリストをご覧ください。

成功を祈ります！
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はじめに

役に立つウェブサイト

EducationUSA
http://educationusa.state.gov

If You Want to Study in the United States （online version）

オンライン版の『米国留学を目指す人のために』シリーズ（英
語版）
http://educationusa.state.gov
（“If You Want to Study”のリンクをクリック）

EducationUSAアドバイジングセンターの一覧
http://educationusa.state.gov
（“Find an Advising Center”のリンクをクリック）
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 米国短期留学

「1つの側面や基準だけで
プログラムを選ぶのではな
く、そのプログラム全体を
見て決めましょう」

―ビジネス専攻のスリランカ人留学生

米国では、高校交換留学プログラ
ム、社会人・職業交換留学プログ
ラム、職業・技術専門学校プログ
ラム、大学短期留学および専門職
留学など、期間12カ月以下の多彩

な留学プログラムを提供していま
す。本章では、米国の短期留学プ
ログラムに出願するにあたり考慮
すべき点について、概要を述べま
す。

プログラムの選択

どの教育プログラムに参加するに
しろ、成功するための最善の策は
「宿題」、つまり事前準備をしっか
りすることです。米国での比較的

    米国短期留学
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短期間の留学は、綿密な計画と事
前の準備により、価値や質が高ま
るでしょう。目標を明確にし、プ
ログラムを開始しようとする時か
ら12～18カ月前にはさまざまなプ
ログラムについて調べ始めましょ
う。

まず最寄りのEducationUSAアドバ
イジングセンターで、参考資料を
調べることから始めましょう。ま
たインターネットからも情報を得
ることができます。本章末に掲載
されている「役に立つウェブサイ
ト」や本冊子巻末の「参考資料」
を参照してください。

自分の個人的および専門的なニー
ズに照らし、それに合ったプログ
ラムをいくつか選んでみましょ
う。それから、そのプログラムを
運営している団体や教育機関に、
プログラムについての詳細を問い
合わせましょう。その際、必ず自
分の具体的なニーズを伝えるよう
にしてください。

考慮すべき事項

以下の事項を考慮して、興味を
持ったプログラムを比較しましょ
う。

・願書提出締め切り日 

・入学資格や入学要件

・プログラムや教育機関の認定

・費用

・住居は用意されているか。また
は、住居を探す際の支援はある
か

・現地環境（地理的な位置、気候、
公共交通機関へのアクセスなど）

・その他の利点（オリエンテー
ションプログラムや交流活動な
ど）

また希望するプログラムの歴史に
ついても、次のような点を検討し
てみましょう。プログラム設立か
らどれくらい経っているか。主に
どんな人が参加しているか。過去
の参加者がプログラム修了後、ど
のようなキャリアを築き、どのよ
うな職業に就いたか。また希望す
るプログラムが国際的な交換留学
プログラムではない場合、プログ
ラム運営者は米国外からの参加者
の対応に、どれほど経験があるの
か。

大学への短期留学を考えているな
ら、このシリーズの『 1．大学学部
課程』と『 2．大学院、専門課程お
よび研究』も参照してください。
米国の大学を選択する際に考慮す
べき点について、さらに詳しい情
報を掲載しています。

認定

米国の大学および教育プログラム
の質を示す重要な指標の 1つに、
認定制度があります。他の多くの
国とは異なり、米国には教育機関
を認可する中央政府機関がありま
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せん。その代わりに、民間の認定
団体による自主的な認定制度に
よって、各学校が基準を満たして
いることを保証しています。

あなたが申し込もうとしているプ
ログラムが、自国の政府や関連す
る分野の専門職協会、省庁、雇用
主から認められるかどうか、よく
確認してください。プログラムを
終えて帰国した参加者に話を聞
き、米国での経験や取得資格を、
帰国後、選択した職業に生かすこ
とができているか尋ねてみましょ
う。 

さらに詳しい情報については、第
4章「認定」を参照してください。

費用

米国短期留学にかかる費用はさま
ざまです。費用は、教育機関の授
業料やその他の諸費用、プログラ
ムの種類や期間、プログラムを修
了するために購入しなければなら
ない教材などによって決まりま
す。各プログラムの費用について
の情報は、プログラムのパンフ
レット、カタログ、願書、ウェブ
サイトから入手できます。また費
用を準備する際には、米国往復渡
航費、家賃や食費などの生活費、
健康保険も予算に含める必要があ
ることを忘れないでください。

財政援助

大学、または奨学金・助成金授与
機関からの資金を得るのは、米国

短期留学に関しては難しいでしょ
う。通常、この種の資金は、学位
取得を目指す学生や研究者に与え
られることが多いからです。

高校交換留学

米国で「ハイスクール（高等学校）」
とは、大学に入る前の 3年ないし
4年間の教育を指します。高校は
多くの国での中等学校（secondary 
school）に相当するものです。

毎年、世界中からおよそ 3万人の
学生が、高校交換留学のために米
国にやって来ます。そうした学生
のほとんどは、 1学年の間滞在し、
ボランティアの米国人ホストファ
ミリーのもとで生活しながら米国
の高校に通います。また 1学期間
だけのプログラムに参加する学生
もいます。こうしたプログラムに
参加する学生は、J- 1（交流訪問者）
ビザで米国に入国します。

数週間から数カ月のさらに短期の
交換留学プログラムへの参加を目
的に、米国に来る学生もいます。
こうしたプログラムでは、米国の
高校には通いませんが、ホームス
テイや文化活動が含まれることが
多くあります。

こうした交換留学に参加する学生
は、通常、費用を自己負担する場
合がほとんどで、奨学金を申請す
ることはまれです。自国の学生が
利用できる財政援助についての詳
細は、地元の交換留学運営機関に
問い合わせてください。
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米国政府の支援による交換留学

米国政府はいくつかの高校交換留
学プログラムに資金を提供してい
ます。旧ソビエト連邦共和国出身
の学生のためのFuture Leaders Ex-
change Program （FLEX）、イスラム
教徒を多数擁する国の学生のため
のYouth Exchange and Study Pro-
gram （YES）、セルビア・モンテネ
グロ出身の学生のためのAmerican 
Serbia and Montenegro Youth Lead-
ership Exchange （A-SMYLE）、米国
とドイツ出身の学生のためのCon-
gress-Bundestag Youth Exchange Pro-
gramなどがその例です。これらの
プログラムへ参加するには厳しい
競争があります。こうしたプログ
ラムの中に利用できるものがある
かどうかを確認するには、最寄り
の米国大使館または領事館のウェ
ブサイトにアクセスするか、Edu-
cationUSAアドバイジングセンター
に問い合わせてください。

その他の交換留学

多くの民間団体・機関でも、さま
ざまな交換留学プログラムを提供
しています。こうした米国の民間
スポンサー機関は、全て他の国々
に支部やパートナーを持ち、学生
の選考、学生ビザ申請に必要な書
類の準備、米国での適切な住居と
学校の決定、そして到着後の学生
の支援を行います。スポンサー機
関はこうしたサービスを有料で行
います。

適切なスポンサー機関を選ぶこと

は大変重要です。いくつかのスポ
ンサー機関を選び、料金面、さら
には米国滞在中の支援など、サー
ビスの面で比較してみましょう。
個々のプログラムに参加した学生
たちから経験談を聞き、アドバイ
スを求めてみるのもよいでしょ
う。スポンサー機関を選ぶ際、料
金だけで決めてはいけません。高
校交換留学プログラムは学生生活
の中での一大イベントですから、
質の高いプログラムを選ぶことが
とても大切です。

高校交換留学について適切なビザ
申請書類を発行することが認めら
れているスポンサー機関について
は、米国国務省のウェブサイト
（http://j1visa.state.gov/participants/
how-to-apply/sponsorsearch/?program
=Secondary School Student）にリス
トが掲載されています。また、高
校交換留学プログラムを提供する
スポンサー機関に関する基準を設
定しているCouncil on Standards for 
International Educational Travel
（CSIET）もウェブサイト（http://
www.csiet.org）にプログラムのリ
ストを掲載しています。

直接入学

米国の高校に直接願書を出す方法
もあります。この場合は、留学し
ようとする州の教育省に問い合わ
せ、その州内または州の特定の地
域内にある学校の情報を得ること
から始めるのがよいでしょう。

近親者と住むか、組織立ったプロ
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グラムに参加しない限り、米国で
の住居は自分で手配することにな
るので注意が必要です。現行のビ
ザ規定では、米国の高校に自分で
入学手続きをする場合、米国には
観光ビザではなくF- 1ビザで入国
しなければならない決まりになっ
ています。ビザを取得するために
は、学生として受け入れたことを
示す米国の学校からの証明書が必
要になります。米国の公立高校に
通う場合は、F- 1ビザが発行され
る前に、教育費用を支払ったとい
う証明を示さなければなりませ
ん。米国の公立高校に通えるのは
最長 1年間です。米国の私立高校
に通う場合は、事前支払い要件や
滞在期間制限はありません。

職業体験交換留学プログラム

職業体験交換留学プログラムに
は、さまざまなものがあります。
例えば、どんな職業に就いても構
わないというプログラムもあれ
ば、自分が選んだキャリアに関す
る仕事、またはオペアなど、特定
の仕事にしか就けないという制限
を課しているプログラムもありま
す。各プログラムには、それぞれ
異なった資格要件があります。こ
うしたタイプのプログラムへの参
加者は、米国へJ- 1ビザで入国す
る必要があります。そのためこれ
らのプログラムはJ- 1職業交換留
学プログラムとして知られていま
す。

J- 1職業交換留学プログラムには
次のようなものがあります。

夏季就労・旅行：中等教育を修了
した学生に夏季休暇の間、米国で
働くことを認めるものです。リ
ゾート地や国立公園での仕事な
ど、臨時雇い的なものが主になり
ます。プログラムの最長期間は 4
カ月です。

キャンプ・カウンセラー：外国人
に米国のサマーキャンプで最長 4
カ月、働くことを認めるものです。

インターン：大学に在籍する学生
や新規大卒生に、米国の企業また
は非営利団体で最長12カ月の職業
研修を認めるものです。このプロ
グラムは参加者に技能向上のため
の訓練の機会を与え、米国での実
務を体験してもらうことを目的と
しています。

研修生：一定の資格を有する外国
人参加者に、米国の企業または団
体で専門的技能を向上させる機会
を提供するものです。通常このプ
ログラムの参加者は、インターン
よりも年齢が少し上で、既に多少
の実務経験を持っています。この
プログラムの期間は最長で18カ月
です。 

教師：資格を持った経験のある教
師に、米国の認定を受けた初等・
中等学校において常勤で教えるこ
とを認めるもので、期間は最長で
3年間です。

オペア：18歳から26歳までが対象
で、参加者は米国人家庭で生活し
ながら、子どもの世話を最長で週
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45時間行います。また、このプロ
グラムでは家庭外での学業活動が
必須となっています。

スポンサー機関

J- 1交換留学プログラムの参加者
は全て、指定のスポンサー機関を
通じて、渡米しなくてはなりませ
ん。適切なビザ申請用書類（在留
資格証明書：DS-2019）の発行を
許可されたスポンサー機関につい
ては、米国国務省のウェブサイト
（http://j1visa.state.gov/participants/
how-to-apply/sponsorsearch/?program
=Secondary School Student）に掲載
されています。スポンサー機関は、
ビザの申請に必要なDS-2019を発
行するほかに、参加者が留学先を
決定するのを手伝い、さまざまな
支援を提供します。J- 1交流訪問
者プログラムについての詳細は、
米国国務省のウェブサイトhttp://
exchanges.state.gov/jexchanges/を参
照してください。

またスポンサー機関による団体、
Alliance for International Educational 
and Cultural Exchange（米国国際
教育文化交流団体連盟：通称「ア
ライアンス」）のウェブサイト
www.alliance-exchange.orgを参照し
てみるのもよいでしょう。同サイ
トには70を超える加盟機関へのリ
ンクがあります。

職業交換留学プログラムへの参加
については、できるだけ早いうち
から計画しましょう。ほとんどの
職業交換留学プログラムでは、ス

ポンサー機関ないしはプログラム
に申し込みをする前に、米国での
具体的な就業先を見つけておく必
要があります。プログラムには申
込締め切り日がある場合や、米国
へ出発しようとする数週間または
数カ月前に申し込む必要がある場
合もあります。全部の手続きにど
れくらいの期間を要するか、担当
のスポンサー機関に聞いてみま
しょう。ビザの申請および取得の
ための時間も計算に入れてくださ
い。そして、できればビザが取得
できたという通知を受けてから、
航空券を購入してください。

ここまでの情報は、職業体験を提
供するプログラムについて、ごく
簡単に紹介したに過ぎません。詳
細についてはEducationUSAアドバ
イジングセンターに問い合わせ、
自国で実施されているプログラム
について調べてください。

専門学校プログラム

新しいスキルの習得や、今持って
いるスキルの向上を図るには、 2
年制のコミュニティ・カレッジや
短期大学、専門学校、または民間
の研修センターが提供する短期プ
ログラムを考えてみてはいかがで
しょうか。

こうしたプログラムは、数日間の
ものから 1年間以上にわたるもの
まで、具体的、実践的な研修を受
けたいという要望に応えるもの
で、学生がすぐに仕事に就けるよ
うに準備をすることが目的です。
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専門学校教育では、体験学習活動
が主になります。一般的な分野に
は、データ処理、コンピューター
プログラミング、建設関係、自動
車工学、機械製図、秘書業務など
があります。

専門学校教育では、学生は、実践
的なスキルに加え、概念、理論、
デザインなどを学びます。こうし
たプログラムは、コミュニティ・
カレッジや短期大学だけでなく、
4年制大学でも提供されている場
合があります。コミュニティ・カ
レッジや大学についての詳細は、
このシリーズの『 1．大学学部課
程』を参照してください。

専門学校プログラムでは、修了証
書や卒業証書はもらえますが、大
学の学位は取得できません。専門
学校または職業研修プログラムに
出願する前に、その研修プログラ
ムおよびプログラムの修了証が、
母国に戻った際に認められるかを
確かめておきましょう。また入学
を希望する教育機関が、適切な認
定を受けているかを確認しましょ
う。専門学校の認定は、専門学校
協会（Career College Association）
などの全国組織や、教育機関認定
団体内の関連部門が行います。ま
た、コメディカル〔医師と看護師
以外の医療従事者〕などの職業分
野においては、専門分野認定団体
があります。認定の重要性に関す
る情報、教育機関認定団体および
専門分野の認定についての詳細
は、第 4章を参照してください。

大学短期留学

米国の大学に留学をしたいけれ
ど、米国で正規の学位を取るまで
は考えていないという場合はどう
すればよいでしょうか。大学交換
留学プログラム、非学位取得また
は聴講生としての留学、夏期留学
であれば、学位課程に入らずに、
米国の大学で夏だけ、 1学期だけ、
または 1学年だけ勉強することが
できます。綿密な計画の下に行う
短期留学は、自国の学位課程の一
部となる場合もあります。さらに
は自分の個人的、職業的な向上を
目指して米国の大学――学部また
は大学院レベル――で数科目を受
講することもできます。

大学交換留学プログラム

米国の大学の多くは、米国外に正
式な提携校を持っていて、こうし
た大学との間で学生交換留学プロ
グラムを行っています。このプロ
グラムの下で、米国の学生と外国
の学生がお互いの国に行き、生活
を経験し、お互いの大学で学びま
す。こうしたプログラムのほとん
どは、 1学期または 1学年の留学
期間で実施されます。このプログ
ラムの長所は、米国外からの学生
は、通常、自国の大学の授業料を
支払えばよく、比較的高額な米国
の大学の授業料や納付金を支払わ
なくてよいことです。

自分の大学の国際教育交流や提携
関係の担当部署に連絡し、米国の
大学との交換留学制度を設置して
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いるかどうか聞いてみてくださ
い。設置されていれば、その交換
留学プログラムがどのように運営
されているのか、そしてあなたに
参加資格があるかどうかも確かめ
てみましょう。自国の大学に出願
する際に、もし在学中に米国に留
学したいと思っているのであれ
ば、米国との交換留学プログラム
を運営している大学を探してみる
とよいでしょう。

短期留学用の、米国の教育機関か
らの財政援助は極めて限られてい
ます。自分の大学または米国の教
育機関からの財政援助を受ける資
格がない場合は、社交・福祉・地
域社会団体、多国籍企業、地元企
業から財政援助を得られる場合も
あります。 

非学位取得留学または「聴講生」
留学

多くの米国の大学では正規の学位
課程に入学しないで学位レベルの
科目を受講することができます。
特定の学科の授業、その大学の複
数の学科の授業、時には同じ地域
内で複数の大学の授業を取ること
ができる場合もあります。それぞ
れの状況で必要とされるビザにつ
いては、出願する大学と、最寄り
の米国大使館または領事館に確認
を取るようにしてください。

学位レベルのクラスを受講してい
る学位取得を希望しない学生は、
聴講生と呼ばれる場合がありま
す。多くの大学では、非学位取得

または聴講生として登録できる学
期数に制限を設けています。米国
の大学の選び方および出願の方法
についての詳細は、本シリーズの
『 1．大学学部課程』と『 2．大学院、
専門課程および研究』を参照して
ください。

聴講生留学の機会と要件について
の一般情報は、ほとんどの大学が
オンラインの大学案内に掲載して
います。興味のある大学やプログ
ラムについての特定の情報や出願
手続きについては、大学の入学選
考事務局に問い合わせてみましょ
う。大学院の授業の受講に関して
は、個々の学科に問い合わせ、聴
講生として短期間の受講を希望す
る旨を伝えてください。

常にとは限りませんが、聴講生は
通常、大学が提供する奨学金や助
手職手当などの財政援助を受ける
資格はありません。一方で、大学
院留学生に奨学金を授与している
フルブライト委員会などの独立財
団法人や団体から、財政援助を受
けられる場合があります。詳細は、
EducationUSAアドバイジングセン
ター、大学の留学課やキャリアセ
ンター、または公共図書館などで
も入手できます。

夏期留学

米国の大学の中には、 5月から 8
月の夏休み期間中に授業を行って
いるところもあります。 1～ 2回
の「夏期コース」が実施されるこ
とがあり、通常 1つのコースは 6
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週間から10週間です。それぞれの
プログラムで必要とされるビザに
ついては、出願しようとしている
大学と、最寄りの米国大使館また
は領事館に確認を取るようにして
ください。ビザの申請プロセスに
は数カ月かかる場合もあるので、
事前に予定を立てるように注意し
てください。

多くの大学では、夏期クラスを広
く一般に開放しており、夏期学生
用にキャンパス内の学生寮を提供
しているところもあります。その
大学の学位課程に在籍している学
生も、通常より早く学位を取るた
め、または欠席した授業や成績を
上げたい授業を再受講するため
に、夏期クラスを取る場合があり
ます。

夏期クラスの中には、18歳未満の
学生や高校を卒業していない学生
は受け入れないものもあります。
一方、高校の最終学年の学生を受
け入れる大学もあります。受講申
し込みの締め切り日は、多くが授
業開始日の 1カ月から 2カ月前で
す。入学要件や入学手続きについ
ては、その学校の夏期コースのパ
ンフレットやウェブサイトなどで
確認してください。 

夏休み中に米国に留学するには、
サマースクールや夏期教育機関を
利用する方法もあります。サマー
スクールなどのプログラムでは、
学位の取得ではなく、個人の向上
および専門スキルの発展を目的に
設定されたさまざまな科目の授業

が開講されています。こうしたプ
ログラムは、語学センター（第 2
章を参照）や、料理、ファッション、
音楽、美術、その他の分野の授業
を開講している教育機関でも開催
されています。 

客員研究員・客員学者

既に博士号を取得していて、さら
に研究を深めたい人にも、多くの
米国の大学が機会を提供していま
す。客員研究員（visiting fellow）
に個人的な研究のために教育施設
を開放するとともに、大学院レベ
ルのコースを聴講できるようにし
ている大学もあります。詳細や出
願手続きについては、大学の入学
選考事務局および担当学科に直接
問い合わせてください。

本シリーズの『 2．大学院、専門課
程および研究』には、米国国務省
のヒューバート・H・ハンフ
リー・フェローシップ・プログラ
ムをはじめ、米国の大学や教育機
関で客員学者（visiting scholar）に
なる機会について詳細を掲載して
います。客員研究員はほとんどの
場合、自分で資金を準備するか、
外部から資金援助を受けることに
なります。財政援助要覧が世界各
地のEducationUSAアドバイジング
センターにありますので参照する
ことをお勧めします。

社会人短期留学

多くの米国の公立・民間研修機関
では、社会人のための短期集中研
修プログラムを設けています。米
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国外からの社会人のニーズに合わ
せて特別にコースを設けていると
ころもあります。こうしたプログ
ラムでは学位は取得できません
が、プログラムを修了し、専門知
識やスキルを習得したことを示す
証明書が授与されます。

社会人短期プログラムには数日間
から 1学年のものがあり、毎日 6
時間から 8時間の授業を受けま
す。傾向としては、実践的で体験
的な授業が多く、ケーススタディ
や教室外での活動に重きが置かれ
ます。プログラムには、実地職業
体験、現場視察、米国の同業者と
の交流機会、理論を自身の職業の
状況に応用することなどが含まれ
ます。

社会人短期研修は高価ですが、費
用効率性の高いものです。例えば、
1週間の短期研修プログラムの授
業時間数は、週に数時間授業が行
われる14週間のコースの授業時間
数に相当します。

研修を行う団体の範囲が広く、開
催されるプログラムも多岐にわた
るため、社会人研修プログラムに
ついての情報を得るには、他の種
類の短期留学に比べ、調べるのに
時間がかかります。まずは最寄り
のEducationUSAアドバイジングセ
ンターで情報収集を始めるとよい
でしょう。また、その他の情報源
やアドバイスを得られる場所とし
て、勤務先専門職団体、自国の政
府機関などがあります。必要に応
じて、コンピューターや専門技術

機器の供給業者、大学・研究病院、
行政分野については米国政府の省
庁などに問い合わせるといいで
しょう。

 まとめ

・米国短期留学については、12～
18カ月前に計画し始め、自分の
要件を満たすプログラムをいく
つか特定しましょう。選んだ短
期留学プログラムが認定されて
いることを確かめ、自国に戻っ
た際にそうしたプログラムが認
められることを事前に確認しま
しょう。

・高校交換留学プログラムには、
数週間から 1学年のものまであ
り、多くは米国人家族のもとに
ホームステイ滞在するように
なっています。

・専門学校プログラムは、特定の
実践的な研修・訓練要件を満た
し、学生がすぐに就職できるよ
うに準備するものです。専門学
校プログラムでは、修了証書や
卒業証書は授与されますが、学
位は取得できません。

・米国の大学への短期留学には、
1学期または 1学年の大学間交
換留学、非学位取得留学または
聴講生留学、夏期留学、そして
学者や研究員のための留学など
があります。

・米国のサマースクールや夏期教
育機関では、学位を得るためで
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はなく、個人的なスキルの向上
または専門スキルの習得のため
にさまざまな科目の授業に出席
する機会を提供しています。

・米国各地の大学と研修機関が、
社会人の具体的な研修ニーズを
満たすように設定された集中プ
ログラムを提供しています。こ
うしたプログラムには、数日間
から 1学年におよぶものまであ
ります。

役に立つウェブサイト

Alliance for International Educational 
and Cultural Exchange
http://www.alliance-exchange.org

Council on Standards for International 
Educational Travel（CSIET）
http://www.csiet.org

Fulbright Program
http://fulbright.state.gov

J-1 Exchange Visitor Programs
http://exchanges.state.gov/jexchanges/ 
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第 2章  語学プログラム

「私は2007年に4カ月
間、米国で英語を学びまし
た。EducationUSAのア
ドバイザーと私は長い時間
をかけて、いろいろなプロ
グラムと学部、宿泊先、ビ
ザの申請について調べまし
た。EducationUSAアド
バイジングセンターは、米
国の実務的な教育プログラ
ムを最大限に活用すること
ができるよう手助けしてく
れます」

― 集中英語プログラムに参加したコロンビア人学

生

英語を学んだり英語力を向上させ
たりするために、留学生に 1番人

気のある場所が米国です。米国の
数百の教育機関が、語学プログラ
ムを提供しています。こうしたプ
ログラムでは、大学入学を目指す
学生のための学術用英語から旅行
者向けの語学・文化コースまで、
さまざまなコースが開講されてい
ます。本章では、自分に最適なプ
ログラムの選び方について説明
し、追加情報源も紹介しています。

語学プログラムの選び方

質の高いプログラムは、専門的訓
練を受けた教師、優れたカリキュ
ラム、そして充実した学習施設・
設備を備えています。こうした施
設・設備には、教室、図書館、研
究室、コンピューターやその他機

	 語学プログラム
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器などがあります。入学希望の学
生は、さまざまな基準について慎
重に検討し、自分に合ったプログ
ラムを選んでください。検討すべ
き基準には、プログラムの種類、
認定、プログラムの質、カリキュ
ラム、留学期間、場所と環境、ク
ラス構成、費用、入学要件などが
挙げられます。

プログラムの種類

米国で受講できる主な語学プログ
ラムには、 3種類あります。

集中英語プログラム（IEP）：通常
週に20～30時間、教室での授業が
行われるプログラムです。コース
には授業、小グループのディス
カッション、語学演習、宿題が含
まれます。集中英語コースには、
「第 2言語としての英語」（ESL）
カリキュラム以外の科目の、通常
の授業を受けることができるもの
もあります。ほとんどのプログラ
ムは、学生が米国の大学に入学す
るための準備を目的とする、入学
準備コースとして展開されていま
す。

準集中英語プログラム：集中英語
プログラムと同様に、準集中コー
スには、授業、小グループのディ
スカッション、語学演習と宿題が
含まれますが、学生は通常、英語
以外の科目の授業もとります。学
生がTOEFLまたはIELTSで入学要
件を満たすスコアを取っているも
のの、高度な学習課題をこなした
り、他の学生や教授たちと対等に

話し合ったりするには十分ではな
い場合、そうした学生は英語能力
向上のために準集中ESL科目をい
くつかとらなければならないとす
る大学もあります。

専門英語プログラム：多くの私立
語学プログラムやいくつかの大学
の語学プログラムが、社会人の
ニーズを満たすように設定されて
います。こうしたプログラムには、
ビジネス英語のほかに、法律、工
学、教育、医学、建築、コンピュー
ターサイエンス、航空宇宙産業、
ホスピタリティマネジメント、旅
行などの特定分野の資格取得プロ
グラムなどがあります。米国企業
でのインターンシップ研修を行う
プログラムもあります。

本章では集中英語プログラム
（IEP）のみを扱います。

認定

米国の集中英語プログラムに関し
ては、継続教育・研修認定評議会
（ACCET）と英語プログラム認定
委員会（CEA）の 2つの専門分野
認定団体があります。最寄りのEd-
ucationUSAアドバイジングセン
ターでは、英語プログラムの修了
証書があなたの国で認められるか
どうかの詳細や、あなたが関心を
持っているプログラムが適切に認
定を受けているかどうかもわかり
ます。認定についての詳細は第 4
章を参照してください。
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プログラムの質

集中英語プログラムの実施機関に
よって構成される 2つの専門団
体、大学集中英語プログラム連合
（UCIEP）とアメリカ集中英語プ
ログラム協会（AAIEP）は、加盟
教育機関が開講する全てのプログ
ラムが、団体の設けた基準を満た
すことを義務づけています。受講
を検討しているプログラムが、
UCIEPかAAIEPに加盟しているこ
とを確認しましょう。UCIEPと
AAIEPのウェブサイトには加盟教
育機関とそのプログラムに関する
情報が掲載されています。

あなたを教えることになる教師の
学歴について知っておくことも大
事です。プログラムのパンフレッ
トや案内書、ウェブサイトなどで、
プログラムの担当教師がどのよう
な学位を取得しているかを確かめ
ましょう。「第 2言語としての英
語」（ESL）または応用言語学で学
位を取得した教師のいる教育機関
を選びましょう。また教師陣が
ESLや国際教育を主眼とした専門
職協会に所属しているかも問い合
わせましょう。

カリキュラム

ほとんどの語学プログラムのカリ
キュラムはいくつかのレベルに分
けられ、英語を学習したことのな
い初心者向けから始まり、米国の
大学で勉学を始める準備のために
スキル向上を目指す学生向けの上
級コースまであります。典型的な
語学プログラムのカリキュラム

は、読み書き、リスニング、スピー
キングについて、学生の英語の理
解力と運用能力を高めるように組
まれています。学術用英語を専門
にしている語学プログラムもあれ
ば、TOEFL、IELTS、TSE（英語
を話す力のテスト）といった試験
を受ける準備を集中的に行うプロ
グラムもあります。

留学期間

自分が必要とする語学レベルに到
達するには、どれくらいの期間が
かかるのでしょうか。学生がIEP
に費やす必要期間を決めるのは簡
単ではありません。各プログラム
の開始時に、適切なレベルから学
習を開始できるよう、全ての学生
はレベル分けテストを受けます。
自分の必要なレベルにわずか 1学
期か 2学期で到達する学生もいれ
ば、もっと長くかかる学生もいま
す。

場所と環境

地理的な場所に加え、プログラム
が提供される環境も考慮し、どん
なサービスがあるかを確認しま
しょう。典型的な学校形態として
次の 3つがあります。

・英語学科など、大学の学科が運
営しているプログラム

・大学と提携していて、キャンパ
ス内かキャンパスの近くにある
民間の語学学校

・大学に関係のない民間の学校
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プログラムが高等教育機関とつな
がりがあるか、どんな学生向け
サービスを受けられるか、プログ
ラムは勉学面でのアドバイス・住
居・健康・付き合いなどについて
の自分のニーズを満たしてくれる
だろうか、などを確かめましょう。
伝統的な米国の大学キャンパスで
プログラムに参加するIEPの学生
には、通常その大学の寮が提供さ
れ、アドバイスや医療サービスを
受けることができます。民間の語
学学校は、通常、学生にさまざま
な住居の選択肢、教育・勉学上の
アドバイスおよびオリエンテー
ション・カウンセリングを提供
し、学生のために医療サービスを
手配してくれます。良質のIEPは、
環境にかかわらず、大学によるも
のであれ、語学学校によるもので
あれ、どんなサービスを提供して
いるかを明言しています。

クラス構成

プログラムを選択する前に、以下
のことを検討しましょう。

・平均的なクラスの規模

・先生 1人当たりの学生数

・ 1クラス当たりの同じ母語の学
生数についての基準の有無

クラスの規模および学生対先生の
割合は、学生がどれくらい個人的
な配慮を受けられるかという目安
となります。（自分の母語だけでな
く）さまざまな母語のクラスメー

トがいれば、より早く英語を習得
する環境ができます。

費用

プログラムでは授業料の他に、諸
納付金、住居費、食費、教材費、
健康保険料（ほとんどのプログラ
ムで必須）、その他雑費などの支払
いが必要になります。多くのプロ
グラムには入学申込金が必要で、
ほとんどの場合、この申込金の払
い戻しはされません。授業料の頭
金が必要なプログラムもありま
す。申し込む前に、プログラムに
かかる費用総額を調べましょう。

入学要件

入学要件は、プログラムごとに異
なりますが、ほとんどの集中英語
プログラムは、高校を卒業してい
ること、およびプログラム費用の
全額を支払えることを証明できる
ことを要件としています。成績証
明書や英語力を示す書類などの追
加情報の提出を求めるプログラム
もありますし、プログラムに在籍
中ほとんどの時間を語学学習に費
やすことに学生が同意することを
義務付けるプログラムもあります。

学問課程への入学

米国の教育機関の中には、学問課
程への条件付き入学または仮入学
を許可するところもあります。こ
れは、学問的・専門的な能力は優
れているが、語学力が十分ではな
く向上が求められるといった志願
者に適用されます。この場合、自
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動的に大学の他の学問課程への入
学を認められたことにはなりませ
ん。

留学生が、学問的・専門的な能力
に基づいて条件付き入学または仮
入学を許可された場合、正規コー
スに入学する前に追加の語学コー
ス を 修 了 す る か、TOEFL、
IELTS、TSEなどの語学力を測る
標準テストで基準を満たすスコア
を取り、それを提出しなければな
らないということがよくありま
す。条件付き入学許可や仮入学許
可でビザを取得するのは、より困
難であることが予想されるため、
入学選考事務局から受け取った書
類を注意深く読み、ビザ申請の面
接の際に入学条件を説明できるよ
う準備しましょう。

留学生がキャンパスに着いてか
ら、語学のレベル分けテストを受
けさせる教育機関もあります。レ
ベル分けテストの結果に基づい
て、正規の学習プログラムと追加
の語学コースの双方あるいはその
どちらかに入学するということに
なります。

学生ビザ

米国語学留学準備の最終段階は、
学生ビザの取得です。ほとんどの
場合、自分の住んでいる地域を管
轄する米国領事館または大使館に
F- 1学生ビザを申請する必要があ
ります。このシリーズの『 4．出発
準備：米国で住み学ぶための実際
的な情報』には、ビザ申請の流れ

が詳しく説明されています。Edu-
cationUSAのウェブサイトhttp://
www.educationusa.state.govからも入
手できます。

まとめ

・集中英語プログラム（IEP）には、
初心者向けから上級レベルまで
あります。プログラム修了に必
要な期間は、学生の目標やプロ
グラム開始時の英語力によって
異なります。

・プログラムには、大学の学部が
運営するもの、大学内または大
学近くの民間団体が運営するも
の、または大学と提携していな
い民間の学校が運営するものが
あります。

・申し込みをする前に、クラス規
模、学生対先生の割合、 1クラ
スに同じ母語を話す学生が何人
いるかに関する情報を得ましょ
う。

・大学の語学プログラムに入学し
たからといって、同じ教育機関
の学問課程への入学を許可され
たことにはなりません。

・ほとんどの場合、語学プログラ
ムで留学するにはF- 1学生ビザ
が必要となります。必要なビザ
や申請手続きについての詳細
は、プログラムのスポンサーや
EducationUSAアドバイジングセ
ンターに問い合わせましょう。
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役に立つウェブサイト

American Association of Intensive Eng-
lish Programs
http://www.aaiep.org

Commission on English Language Pro-
gram Accreditation
http://www.cea-accredit.org

University and College Intensive English 
Programs
http://www.uciep.org

Teachers of English to Speakers of Other 
Languages
http://www.tesol.org



28 米国留学を目指す人のために：短期留学

 遠隔教育第 3章

本章では、遠隔教育に関する情報、
自分に最適なプログラムの選択方
法、また遠隔教育プログラムに関
する情報の探し方について説明し
ます。

遠隔教育とは

遠隔教育とは、正規の学習形態の
1つで、学生と講師が同じ時間に
同じ場所にいません。遠隔教育に
は同期と非同期の 2種類がありま
す。同期型の遠隔教育の場合、学
生は特定の時間に通常特定の場所
で指導を受けます。非同期型の遠
隔教育の場合、所定の仕様を満た
した、高速ブロードバンドイン

ターネット接続が可能なコン
ピューターがあれば、学生は自分
の好きな場所と時間に指導を受け
ることができます。

遠隔教育を受けるには、以下のい
ずれか 1つ、または複数の方法を
使うことができます。

・ボイスメール

・一方向または双方向のラジオ、
テレビ、衛星、音声・映像の送
信、または音声・映像会議

・音声録音／ビデオ録画

				    遠隔教育
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・コンピューター支援学習

・インターネット

また、多くの遠隔教育プログラム
では、学生はプログラムを提供し
ている大学のキャンパスに時々登
校する必要があります。一方、イ
ンターネットのチャットルーム、
ビデオ会議、ネットミーティング
などを通じて教室を疑似体験する
ことにより、学生全員が参加して
さまざまなトピックについて議論
し、講師からその場でフィード
バックを得ることができる遠隔教
育形態もあります。

どのような形態の遠隔教育を選ぶ
にしても、計画的に授業に参加し、
学習課題を完了・返送するための
要件を満たせるように、教材が送
付される方法を確認することが重
要です。 

遠隔教育を選ぶ理由

学生が遠隔教育を選択する理由
は、以下のように多岐にわたりま
す。

・距離的な理由：キャンパスが自
宅から遠いために通うことがで
きない

・家族的理由：子供や高齢者の世
話をしなくてはならない

・職業的理由：技能と知識を向上
させ競争力を保ちたいが、将来
の可能性を高めるために現在の

仕事から離れるということはで
きない

・財政的理由：高い授業料や納付
金が支払えない

・地理的理由：経済的、文化的、
または政治的な理由で通うこと
のできない場所でプログラムが
提供されている

成功するために必要なスキル

これまでの経験から、遠隔教育に
最も向いているのは、自分に厳し
く、 1人で学習することが好きで、
ある程度自分 1人になれる時間が
ある学生であることが分かってい
ます。遠隔教育ではコンピュー
ターやインターネットをよく使う
ため、それらを使いこなせるだけ
のスキルも必要です。実際、必要
なスキルや適切な学習環境がない
ために遠隔教育プログラムを修了
できない学生や、従来のキャンパ
スベースの学位プログラムに転入
する学生も少なくありません。

遠隔教育を始める前に、自分自身
に次の点を問いかけてみてくださ
い。

・自分は意欲を持って、自主的に
学習できる性格か。

・十分な学習時間を確保できるか。

・自宅や職場に、長時間の学習や
通信に使用できる専用の場所が
あるか。また家族など周囲の人
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は、自分が 1人で時間を過ごす
必要があることを尊重してくれ
るか。

・自分は必要とされる英語力を
持っているか。

・プログラムを修了するために必
要なコンピュータースキルや技
術的スキルがあるか、あるいは
スキルを学ぶためのトレーニン
グが必要か。

・技術的な問題が生じた場合に助
けてくれる人はいるか。（米国で
認定されている遠隔教育プログ
ラムでは、電子メールまたは通
話料無料電話による「ヘルプデ
スク」を通じて学習者を支援し
てくれるはずです）

遠隔教育プログラムの選択

遠隔教育がうまくいった学生の大
半は、時間をかけてさまざまなこ
とを調べた上で、自分に合ったプ
ログラムを見つけています。プロ
グラムに申し込む前に、以下の点
も考慮しましょう。

・そのプログラムが、具体的にど
のような教育成果をもたらすの
か。学位を取得することが自分
にとって重要なのか、あるいは
数クラスだけを受講して新しい
スキルを身につけたいのか、そ
れとも資格取得プログラムを修
了して職業的地位を高めたいの
か。

・自国で、遠隔教育はどれだけの
価値があるか。

・プログラムの総費用はいくら
か。他にも追加費用の負担が発
生するのか。財政援助はあるか。

・米国内のキャンパスに時々登校
することが自分にとって可能な
のか。あるいは米国に行かず、
自国で全て修了できるプログラ
ムがよいか。

・プログラムは非同期（随時）か
同期（決まった時間に行われる）
か。同期の場合、自国と米国の
キャンパスとの時差のために参
加できないことはないか。

・プログラムの情報はどのように
して提供され、どのような機材
が必要なのか。自分が使用して
いる機材は所定の仕様を満たし
ているか。

・どのような学業面または技術面
の支援が提供されるか。

利用できるプログラムの種類

特定スキルの向上、知識全般の増
強、資格の取得、学士号や大学院
の学位の取得など、それぞれの
ニーズに合ったプログラムがあり
ます。 

遠隔教育は拡大、発展を続けてお
り、多くの教育機関が、自校で提
供しているプログラムや学位授与
に対応できる教育形態であると考
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えています。

遠隔教育を行っている機関

遠隔教育プログラムを提供してい
る教育機関は、プログラムと同様
にさまざまです。従来の米国の大
学、「仮想」大学、 2年制の短期大
学やコミュニティ・カレッジ、専
門職団体だけでなく、民間企業な
どの組織もプログラムを提供して
います。仮想大学は、キャンパス
ベースのプログラムを全く提供し
ておらず、全てを遠隔教育プログ
ラムで提供しています。仮想大学
の数は増え続けており、その大部
分は、従来のキャンパスベースの
教育機関と同じ認定を受けていま
す（本章の「認定」の項を参照）。 

遠隔教育にかかる費用

遠隔教育にかかる費用は、プログ
ラムの種類によって大きく異なり
ます。遠隔教育の場合には、渡航
費、住居費や食費などを節約でき
ますが、学費は従来のキャンパス
ベースのプログラムの場合と同程
度かかります。

プログラム開講期間中の一時期を
キャンパスの寮で過ごす必要があ
る場合には、渡航費と住居費も予
算に含める必要があります。また、
各コースを修了するために必要な
教材費を問い合わせ、送料も必要
に応じて考慮に入れる必要があり
ます。米国の学位取得を目指して
勉学するのに必要な費用の計算に
ついて詳しくは、本シリーズの

『 1．大学学部課程』と『 2．大学院、
専門課程および研究』を参照して
ください。どちらも、インターネッ
トhttp://www.educationusa.state.gov
または最寄りのEducationUSAアド
バイジングセンターで入手できま
す。

プログラムでキャンパス内の寮に
入る必要がある場合には、渡米の
ために恐らく学生ビザが必要にな
るでしょう。参加しようとする教
育機関に、必要なビザの種類を確
認してください。自国で米国のビ
ザを申請するための要件や申請に
かかる費用については、自国内の
EducationUSAアドバイジングセン
ターおよび米国領事館または大使
館に問い合わせましょう。詳細は、
本シリーズの『 4．出発準備：米国
で住み学ぶための実際的な情報』
のビザ申請に関する項を参照して
ください。

入学要件

遠隔教育には入学要件がない、も
しくはオンラインの学位プログラ
ムには必須条件がないと考えてい
る人もいます。非常に限られた
ケースでそのようなことがあるか
もしれませんが、通常は、質のよ
い遠隔教育の入学申し込み手続き
も、通学制のプログラムと同じで
す。

遠隔教育プログラムの入学許可を
出すにあたっては、多くの教育機
関が、大学進学適性試験（SAT）、
ACT米国大学入学学力試験（The 
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ACT）、 大 学 院 進 学 適 性 試 験
（GRE）、経営学大学院入学者選考
試験（GMAT）、外国語としての英
語のテスト（TOEFL）、国際英語
力試験（IELTS）などの標準試験
で基準を満たす点数を要求してい
ます。多くの場合、通学制プログ
ラムと類似した申込用紙に記入
し、過去の学業成績を示す証明書
を提出する必要があります。プロ
グラムによって異なりますが、多
くの場合、さらに推薦状、出願エッ
セイ、志望動機説明書などの必要
書類の提出も義務付けられていま
す。

多くのプログラムでは、志願者に
コンピューターの使用能力に関す
る質問票の記入と練習課題を完了
することを義務付けています。遠
隔教育プログラムを受講する学生
は、こうした環境で積極的に学習
に参加するために、一定レベルの
技術的能力を身につけることが必
要です。

プログラムへの入学が許可された
ら、教材を受け取る方法と、次の
レベルに進級するための条件を確
認してください。遠隔教育プログ
ラムに移行する単位数にもよりま
すが、プログラム修了までには、
少なくともキャンパスベースのプ
ログラムと同じ期間を要するで
しょう。

その他考慮すべきこと

プログラムの質

プログラムの歴史や質を調べま
しょう。次の点を考慮してくださ
い。

・その教育機関はどのくらいの期
間にわたって当該プログラムに
学生を受け入れているか。

・その学校のビジョン、使命、目
標、目的を精査し、その歴史と
実績を考慮すること。

・その教育機関が、学生に年中無
休24時間体制で効果的なオンラ
イン・ヘルプデスクサービスを
提供しているか確認すること。
オンライン学習提供への取り組
みが優れた学校は、信頼できる
学業・運営管理上の支援体制を
整備しています。

・入学要件、選考基準、期待され
る達成度が、遠隔教育と従来の
教育プログラムで同じであるこ
と。

・他の教育機関の類似したプログ
ラムと比べて、提供されている
コースの種類はどうか。

・学生が当該プログラムを修了す
るのに要する平均期間はどの程
度か。

・当該プログラムの修了生が、特
に他の学位プログラムへの編入
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や求職という観点から、どのよ
うな進路をたどったか。

・そうした修了生の数人とその人
たちの勤務先に連絡を取り、学
習経験とキャリア構築のための
準備について話を聞くにはどう
すればよいか。

・当該プログラムの評価をどこで
知ることができるか。

・当該プログラムは自国で認めら
れるか。

認定

遠隔教育プログラムに入学する前
に、そのプログラムの認定状況を
調べ、取得した学位が、雇用者、
米国および自国の政府機関、ある
いは他の高等教育機関によって認
められることを確認しましょう。
遠隔教育プログラムの認定の詳細
については次のページをご覧くだ
さい。認定全般に関する詳細は第
4章を参照してください。

米国教育省および高等教育認定評
議会（CHEA）は、遠隔教育プロ
グラムを含む高等教育プログラム
の認定団体として、いくつかの全
国・地域的認定団体を公認してい
ます。

認定を受けている大学が提供する
遠隔教育プログラムは、その教育
機関の全体的な認定に含まれま
す。「部分的に認定されている」教
育機関というものは存在しないた

め、遠隔教育プログラムも、他の
プログラムと同じ基準および要件
を満たす必要があります。

「地域認定」は、教育機関が受け
る認定として米国で最も一般的な
ものです。実施するのは 6つの地
域認定団体で、これらの団体は規
定を設け、遠隔教育プログラムで
学位を取得する学生が、米国の
キャンパスベースのプログラムと
同等の教育を受けられるよう保証
しています。地域認定は、実在の
図書館、キャンパス、専任教授陣
を持たない「仮想大学」でも受け
ることができます。こうした大学
は、提供する内容が従来のキャン
パスで提供される内容に匹敵する
ものであること、コース設定者が
その分野に合った学問的資格を
持っていること、ネット上で一般
に公開されている以上の情報資源
に学生がアクセスできるよう保証
されていることを証明する必要が
あります。

遠隔教育を提供している教育機関
が地域認定を受けていない場合に
は、その教育機関からの学位や単
位を認めてくれる大学や企業のリ
ストを請求し、さらにその情報が
正しいかどうかを確認しましょ
う。万が一自分が修了する前にプ
ログラムが打ち切られた場合に備
えて、どのような対策が講じられ
ているか確認しましょう。政府機
関、公共団体や民間企業の多くは、
公認団体によって認定されていな
い教育機関の学位を認めないとい
うことを覚えておいてください。
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プログラムの安全性

学業面での不正や倫理行動の問題
は、オンライン学習環境の最も大
きな懸念事項となっています。試
験を受けているのはコースを受講
したのと同じ学生かどうか、また、
コースを受講しているのは本物の
学生かどうかを確かめることが、
遠隔教育にとって難題となること
もあります。遠隔教育を支持する
人たちは、訓練を受け経験のある
教員であれば、自分の学生の能力、
学習スタイル、書き方のくせなど
を熟知しており、矛盾点があれば
見抜くことができると確信してい
ます。

不正を抑制し安全性を強化するた
めに、さまざまな手段が講じられ
ています。盗用の防止・発見のた
めのソフトウェアやツールを利用
するコースもあれば、網膜スキャ
ンや指紋などの生体認証技術を活
用して、テスト受験者がコースに
登録した本人であることを確認し
ているコースもあります。さらに
米国内で、試験会場として承認さ
れた場所で、監督者のもとで試験
を受けることを学生に求めている
コースもあります。

まとめ

・遠隔教育は、正規の学習形態の
1つで、学生と講師が同じ時間、
同じ場所を共有せずに学習する
プログラムです。

・米国には、さまざまな遠隔教育

プログラムと、そうしたプログ
ラムを提供しているさまざまな
教育機関があります。

・遠隔教育にかかる費用は、通学
制のプログラムとほぼ同程度で
す。申し込み手続きも、通常は
通学制のプログラムと同じです。

・最近の卒業生の就職状況につい
て尋ね、学位、証明書、卒業証
書が自国で認められるかどうか
を確認しましょう。公認団体に
よって認定されていない教育機
関の学位を、米国および自国の
政府機関、他の教育機関、多く
の民間企業に認めてもらうこと
は困難です。

役に立つウェブサイト

GetEducated.com ― Adult Education 
and Distance Learner’s Resource Center
http://www.geteducated.com

Degree.net ― The Online Degree 
Guide Center
http://www.degree.net

Distance Education and Training 
Council（DETC）― Recognized 
Accrediting Body for Postsecondary 
Distance Education Institutions
http://detc.org

United States Distance Learning 
Association
http://www.usdla.org
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The American Journal of Distance 
Education
http://www.ajde.com

The Sloan Consortium（Sloan-C）
― Consortium of Individuals, 

Institutions and Organizations Commit-
ted to Quality Online Education
http://www.sloan-c.org
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認定は、米国の高等教育機関とプ
ログラムを承認し、質を保証する
制度です。学習プログラムを決め
る際は、そのプログラムが正式に
認定されているかどうかを考慮に
入れましょう。本章では、認定と
は何か、どのように行われるのか、
認定を行う機関、および認定が重
要である理由について説明します。

米国の教育水準の維持

ほとんどの国では、中央政府が高
等教育機関の質的水準を維持する
責務を負っていますが、米国では、
各州に公立・私立の高等教育機関
を認可する独自の制度がありま
す。しかし、認可条件は州によっ
て大きく異なるため、州の教育省
による認可だけでは、その教育機
関が地域あるいは全米の他の学校

	    認定
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と同程度の基準を満たしているか
どうかを判断する信頼できる指標
とはなりません。

教育機関やプログラムの質が一定
の水準を満たしているかどうか
を、どのようにして把握すればよ
いのでしょうか。米国では、教育
機関またはプログラムは、一定の
教育水準を満たし、維持している
ことを、「認定される」ことによっ
て証明します。認定は、認定団体
または認定協会と呼ばれる民間の
非政府組織によって行われます。
これらの組織は基準を定め、規制
しています。ある機関が米国の認
定高等教育機関になるためには、
特定の認定団体または認定協会の
定める基準を満たし、維持する必
要があります。特定の州で認可を
受けていても、認定されていると
は限りません。

認定が大切な理由

入学した学校が正規認定を受けて
いないと、取得した学位が米国や
その他の国、他の大学、専門職団
体、企業、および政府省庁で認め
てもらえないことがあります。

したがって、米国留学を申し込む
前に、自国の教育担当省庁に照会
して、米国の大学で取得した学位
や修了したコースを認めることに
ついて何か制限があるかどうかを
確認してください。特に、米国の
教育機関やプログラムの認定につ
いて具体的な要件が存在するかど
うかを尋ねてみてください。入学

申し込みを希望する米国の教育機
関を決定したら、再度、自国の教
育担当省庁に、その教育機関で取
得する学位や単位が認められるか
どうかを確認してください。 

公認認定機関

「認定された」、「認定団体」、「認
定協会」という言葉を使用するこ
とについて、米国では法的な規制
はありません。そのため、教育機
関とその機関が提供するプログラ
ムが「公認の」認定団体から認定
を受けているかどうかを確認する
ことが重要です。公認されたとみ
なすことができる認定団体は、次
の条件を 1つ以上満たしている必
要があります。

・高等教育認定評議会（CHEA）、
または専門分野認定団体協会
（ASPA）に加盟していること。
加盟しているかどうかを知るに
は、CHEAとASPAのウェブサイ
トを参照するか、Accredited Insti-
tutions of Postsecondary Education
要覧（巻末の参考資料を参照）
を調べてください。この要覧は、
各国のEducationUSAアドバイジ
ングセンターで入手できます。

・米国教育省によって公認されて
いること。教育省は、教育機関
の認定手続きには関与していま
せんが、認定されたプログラム
および教育機関のデータベース
をhttp://ope.ed.gov/accreditationで
公開しています。
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認定の意味

具体的な要件や基準は認定団体ご
とに異なりますが、教育機関やプ
ログラムが公認認定団体によって
認定されるには、次の要件を満た
している必要があります。

・対象となる学生と教育機関また
はプログラムの活動目標を定義
する、明文化された包括的目的
（一般に使命と呼ばれる）を持っ
ていること。

・その目的を果たすために必要な
資源を管理していること。つま
り該当機関は、自らの財源を管
理し、十分な心構えを持つ教授
陣と指導員を雇用し、提供する
プログラムの恩恵を受けること
ができる資格を持つ学生だけに
入学を許可し、一貫性のある最
新の教育プログラムを提供しな
ければならない。

・当面の目標を達成するのに効果
的であること。

・これらの目標を当面の間、継続
的に達成するという証拠を提示
すること。 

認定協会は、教育機関およびプロ
グラムが言明した使命と、認定団
体が定めた基準を比較し、教育機
関ないしプログラムの実績を評価
します。

公認認定団体は、次の 3つのス
テップによって質を保証します。

・教育機関はまず、自己評価を実
施し、認定団体に報告書を提出
します。自己評価と報告書では、
教育機関の使命、学術プログラ
ム、教授陣、金融資産およびそ
の他の有形資産、情報資料、学
生サービス、物理的な施設・設
備、および管理体制について取
り上げます。

・学識者による外部グループが教
育機関を訪問します。外部グ
ループは、教育機関が自己評価
の中で報告した内容の妥当性を
認証し、教育機関ないしプログ
ラムが認定協会の定める基準を
満たしているかどうかを判断し
て改善策を提案します。そして
認定協会の運営組織による審査
のための報告書を提出します。

・次に運営組織が、認定を与える
かどうかを決定します。部分的
な認定というものはなく、「完全
に認定された」と「認定された」
という 2つの用語の間に差異は
ありません。

教育機関が認定訪問を受け、無事
認定が決定されても手続きは続き
ます。教育機関またはプログラム
は、年次報告書を作成し、認定団
体が下した裁定に回答し、最低で
も 5年から10年ごとに定期訪問を
受ける必要があります。また、所
有権、使命、キャンパスの場所、
上位レベルの学位の提供などの大
きな変更があった場合には、認定
団体に通知する必要もあります。
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認定は、加盟教育機関に順位を付
けるための手段ではなく、教育機
関の一貫性を評価する手続きであ
り、学生にとっては、教育機関ま
たはプログラムが一定の高水準を
満たしていることを知る目安で
す。認定協会は、プログラムが最
新のものになっているように、教
育機関が定期的に自己評価を実施
することを義務付けています。こ
うした自己評価により、教育機関
の卒業生が現在の社会的ニーズに
対応できるように準備を整えてい
ることと、学習を継続する能力を
養ったことを保証できるようにし
ています。

認定の種類

米国の学位授与機関の認定につい
ては、機関認定とプログラム認定
という 2種類の認定があります。
機関認定は教育機関全体を審査
し、認定するものです。プログラ
ム認定は、専門職認定や専門分野
別認定と呼ばれることもあり、理
学療法プログラム、ビジネスス
クール、工学部など、教育機関内
のプログラム、学科、または学部
を対象とするものです。複数の認
定協会または団体が、それぞれの
種類の認定を行っています。 1つ
の教育機関が両方の種類の認定団
体から認定を受けることや、複数
の機関認定団体またはプログラム
認定団体から認定を受けることも
あります。

機関認定

機関認定は、地域認定（主に行わ
れている認定）と全国認定の 2種
類に分けられます。

6つの認定団体が、全米各地域を
担当し、地域認定を実施していま
す。さらに別の 6つの認定団体が、
職業関連および信仰に関連したプ
ログラムを担当し、全国認定を実
施しています。こうした団体を網
羅したリストは、CHEAまたは米
国教育省のウェブサイトで閲覧す
ることができます。

地域認定の要件は、米国の各地域
で異なりますが、一般的に地域認
定の要件の方が全国認定の要件よ
りも厳格であると考えられていま
す。教育機関によっては、地域認
定の基準を満たしたくない、ある
いは満たせないという理由で、地
域認定ではなく全国認定を受けて
いるところもあります。例えば、
地域認定団体は、教育機関のカリ
キュラムの 4分の 1から 3分の 1
を一般教養科目（人文科学、社会
科学、および自然科学）に割り当
てることを義務付けていますが、
これが一部の専門教育機関にとっ
ては問題となります。別の例では、
天地創造などの概念を信じること
を求める宗教団体が運営する大学
が関わってきます。こうした教育
機関は、地域認定協会が一般的に
あらゆる考えを追求する学問の自
由を教授や学生に認めることを義
務付けているため、地域認定の基
準を満たすことができません。
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全国認定は受けているが地域認定
を受けていない米国の機関への入
学を検討している場合には、必ず
以下のことを尋ねてみましょう。

・自国の政府、専門職団体、企業
は、地域認定団体ではなく全国
認定団体が認定する教育機関の
学位を認めてくれるか。

・他国の教育機関は、全国認定を
受けた米国の教育機関の学位を
認めてくれるか。

・対象となる米国の教育機関の卒
業生が、取得した学位で、自分
がやりたいことと同じことをで
きているか。例えば、どれだけ
の卒業生が特定分野に就職でき
たか、あるいは、別の教育機関
で提供されている上級学位プロ
グラムへの入学を認められたか。

また、地域認定を受けている多く
の米国の教育機関は、全国認定あ
るいは他の地域で地域認定を受け
ている教育機関で得た単位や学位
を認めていない点にも注意が必要
です。学位プログラムの途中で米
国のある教育機関から別の教育機
関に転入する場合や、ある学校の
学士号と別の学校の修士号という
ように、異なる米国の教育機関で
複数の学位を取得しようと計画し
ている場合には、この点を必ず確
認してください。

プログラム認定

プログラム認定団体は、教育機関

全体ではなく、専門分野・専門職
の学位プログラムや学科を認定し
ます。そのようなプログラムや学
科は、既に機関認定を受けている
教育機関で提供されていたり、そ
うした機関が母体になっていたり
することが非常に多いため、その
正当性や全体的な質は確かなもの
といえるでしょう。

米国の公認プログラム認定団体の
リストについては、CHEAまたは
ASPAのウェブサイトをご覧くださ
い。米国教育省は、全国・地域認
定団体の公認を行っており、プロ
グラム認定団体に関しては、ごく
限られた数のみを公認しています。

保健（医療や歯科など）や安全（工
学など）に関わる職業などの専門
職の中には、その分野で就業する
ために、プログラム認定を受けた
プログラムを修了する必要がある
ものもあります。特定の職業を検
討している場合には、学位プログ
ラムに申し込む前に、自国または
就業する予定の国の資格認定団体
に、プログラム認定が必須条件か
どうかを確認してください。

プログラム認定がライセンス取得
に必須でないとしても、専門分野
別認定を受けていれば、認定団体
から、プログラムが正当かつ最新
であり、適正な教授陣がそろって
いることが保証されます。
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公認機関の認定を受けていない
教育機関

何らかの形の公認の地域認定また
は全国認定を受けていない教育機
関の学生は、以下のような問題に
直面することが考えられます。

・多くのローンや奨学金、その他
勉学に伴う優遇措置を受ける資
格がない場合があります。例え
ば、外国政府は、地域認定を受
けている教育機関に通う学生に
のみ、教育ローンを提供すると
ころが多いでしょう。

・公認の地域認定または全国認定
を受けている米国の教育機関に
単位を移行したり、学位を認め
てもらったりすることが困難な
場合があります。

・地域認定または全国認定を受け
ていない米国の教育機関の学位
を外国政府が認めないことがよ
くあります。

・多くの民間企業は、地域認定を
受けていない教育機関で取得し
た単位や学位を認めていません。

公認認定団体の認定を受けていな
い教育機関を検討するにあたって
は、さらに 2つの点に留意する必
要があります。

・公認認定団体は、評価対象機関
と評価担当者間での利害衝突を
避けるために、厳格な方針を採
用しています。例えば、評価対

象の教育機関の学生、同窓生、
所有者、または職員は、評価担
当者になることができません。
認定団体が公認されていない
と、認定手続きの完全性を保証
できません。

・公認認定団体の認定を受けてい
ない教育機関に通う場合には、
企業や政府が単位や学位を認め
ない可能性があるだけでなく、
公認団体に認定されている教育
機関が提供する教育と比べて、
受ける教育が最新かつ包括的な
ものでない可能性もあります。 

正式な認定を受けていない教育機
関で学ぶことを検討している場合
には、その機関の卒業生で、取得
した学位を生かして、あなたが計
画していることと同様のことをし
ている人の名前を尋ね、その卒業
生の経験談を聞いてみるとよいで
しょう。

米国の教育機関の認定状況や、自
国で提供されている米国の学位プ
ログラムについて疑問がある場合
には、米国の当該教育機関の認定
団体に直接問い合わせるか、Edu-
cationUSAアドバイザーに聞いてみ
てください。

まとめ

・認定は、米国の教育機関とプロ
グラムを承認し、質を保証する
制度です。

・米国では認定は任意の手続きで
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あり、米国教育省などの中央政
府機関が行うものではありませ
ん。各州の教育省による高等教
育機関の認可は認定とは異なり
ます。

・米国や外国で米国の学位が認め
られるかどうかは、その教育機
関や学習プログラムの認定状況
によって決まるのが一般的で
す。留学生は、米国の学位の承
認に関する制限事項について、
自国の教育省や高等教育評議会
などの規制機関に確認する必要
があります。

・認定手続きでは、教育機関は、
適切な使命を持っていること、
その使命を果たすための資源を
管理すること、その使命を効果
的に果たすこと、そして予見可
能な将来にわたりその使命を継
続的に果たすという証拠を提示
することが求められます。

・認定団体は教育機関またはプロ
グラムに、詳細な自己評価を行
うことと、その自己評価に関す
る報告書を承認してもらうため
に認定団体に提出することを義
務付けています。認定手続きは
継続的なものであり、確実に水
準を維持するために、定期的な
報告書の提出と査察の受け入れ
を含みます。

・認定には、教育機関全体を対象
とする機関認定と、教育機関内
のプログラムや学科を対象とす
るプログラム認定（専門職認定

または専門分野別認定と呼ばれ
ることもある）があります。

・機関認定には、地域認定と全国
認定がありますが、全国認定は
それほど一般的ではありませ
ん。全国認定を受けている教育
機関で学ぶ場合には、その教育
機関で取得できる学位や単位の
承認については扱いがさまざま
であるため、どこが認めてくれ
るかをきちんと確認する必要が
あります。

・プログラム認定団体は、高等教
育認定評議会（CHEA）または
専門分野認定団体協会（ASPA）
によって公認されています。学
位プログラム、学科、または学
部のプログラム認定が特定の職
業に就くための必須条件になっ
ている場合があります。 

役に立つウェブサイト

Association of Specialized and Profes-
sional Programmatic Accreditors
専門分野認定団体協会（ASPA）
http://www.aspa-usa.org

Council for Higher Education Accredita-
tion
高等教育認定評議会（CHEA）
http://www.chea.org

U.S. Department of Education Database 
of Accredited Postsecondary Institutions 
and Programs
http://ope.ed.gov/accreditation
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＊地域認定団体、宗教関連機関の
全国認定団体、職業関連機関の
全国認定団体およびプログラム
認定団体についてはCHEAまた
はASPAのウェブサイトにリンク
があります。 
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用語集

Academic Adviser（AA）：アカデミックアドバイザー。
学業に関する事項について学生を支援し、助言をする
大学教員。

Academic Year：学年。公式に授業が行われる期間で、
通常は 9月から 5月まで。前後期、 3学期あるいは 4
学期にと、いろいろな長さの学期に分割される。

Accreditation：認定。米国の高等教育機関とプログラム
を承認し、質を保証する制度。

ACT University-Entrance Exam：ACT米国大学入学学力
試験。学部課程への入学に使われる多肢選択式の試験
で、英語、数学、読解、科学的論理思考の科目がある（選
択で作文が追加される）。

Add/Drop：アッド／ドロップ。学期初めに学生が教師
の許可を得て、履修講座の登録を削除または追加でき
る手続き。

Advance Registration：事前履修登録。他の学生より先に
履修科目を選ぶ手続き。
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Af�davit of Support：財政援助宣誓書。個人または団体
からの財政援助の約束を証明する公式文書。

Assistantship：助手職。助手職手当。授業助手として授
業や実験・実習室の監督をする、あるいは研究助手と
して研究の手伝いをするなど、一定の仕事の対価とし
て大学院生に提供される財政援助の勉学助成金。

Associate Degree：準学士号。 2年間の履修後に授与さ
れる学位。最終的な学位である場合（terminal：職業課
程）と、編入する場合（transfer：学士課程の最初の 2
年間）がある。

Attestation：認証。学位や成績証明書が本物であること
の正式な確認。通常、認定を受けた専門家または証人
が署名する。

Audit：聴講。学位取得のための単位を取らず、受講だ
けすること。

Authentication：認証。真正かつ真実であることの証明。
何かを申告した場合に、実際に申告されたとおりであ
ることを確認する作業。米国の学習課程に入学を希望
する学生は、出願する際に、学業成績証明書や前の学
校で取得した学位が本物であることを証明する書類を
提出するよう義務付けられることが多い。

Bachelorʼs Degree：学士号。教養課程または専門分野で、
約 4年間のフルタイムの勉学を修了すると授与される
学位。

Class Rank：学年成績順位。ある学年の学生全員の中で、
学生の成績順位を示す数字または比率。例えば、100人
の学生がいる学年で 1位の学生は 1 /100となるが、最下
位の成績の学生は100/100となる。学年成績順位はパー
センタイル値で示されることもある（例えば、上位25
パーセント、下位50パーセントなど）。

Coed：共学。男女両方の学生を受け入れるカレッジま
たは総合大学。男女両方が住む学生寮をいう場合もある。
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College：大学。カレッジ。学部課程教育を提供する高
等教育機関。修士課程レベルの学位が提供されている
場合もある。これとは別の意味で、「カレッジ・オブ・
ビジネス」のように総合大学（university）の 1部門を表
すこともある。

College Catalog：大学案内。大学の学術プログラム、施
設・設備、入学要件、および学生生活に関する情報を
提供している大学の公式出版物。

Core Requirements：必修科目。学位を取得するため履
修する必要のある科目。

Course：科目。学期中、週に 1～ 5時間（またはそれ
以上）の定期的に授業が行われる講座。学位プログラ
ムは、指定された数の必修科目と選択科目で構成され、
教育機関によって異なる。

Credits：単位。学位に必要な科目の修了（「可」以上の
成績）を記録するために大学が使用する単位。大学案
内には、その大学の学位取得に必要な単位の数と種類
が明記されており、また各科目の数値が「履修時間数」
や「履修単位数」で記載されている。

Day Student：通学生。大学が管理する居住施設ではな
く、キャンパス外に住んでおり、授業を受けるために
毎日通学する学生。

Degree：学位。カレッジ、総合大学、または専門職養
成機関が、規定の学業プログラム修了時に授与する卒
業証書または称号。

Department：学科。高等教育機関（カレッジ、総合大学、
または専門職養成機関の）組織管理上の下位部門で、
そこを通じて特定の学問分野の指導が行われる（例え
ば、英語学科や歴史学科など）。

Designated School Of�cial（DSO）：指定大学職員。指
定大学職員（DSO）とは、留学生に関する情報を収集
して学生・交流訪問者情報システム（SEVIS）に報告し、
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ビザや就労資格申請手続きの面で留学生を支援する大
学の担当者。DSOの氏名は、I-20またはDS-2019に記載
される。

Dissertation：博士論文。独自の研究テーマについて書
かれた論文で、通常、これを提出することが博士号（Ph.
D.）取得のための最終要件の 1つとなっている。

Distance Education：遠隔教育。学生と講師が同時に同
じ場所にいない正規の学習形態の一種。電話、ラジオ、
録音・ビデオ録画、コンピューター・プログラム、イ
ンターネットなどを通じて行われる。

Doctorate（Ph.D.）：博士号。大学が授与する最高学位。
学士号または修士号取得後さらに最低 3年間の大学院
課程を修了し、口述・筆記試験、および論文の形で提
出した独自の研究で学術能力を示した学生に授与され
る。

Dormitories：学生寮。大学のキャンパス内に設けられ
た学生用居住施設。一般的な学生寮には、学生用居室、
バスルーム、談話室などがあり、カフェテリアを備え
ている場合もある。略してドーム（dorms）と呼ばれる
こともある。

Electives：選択科目。学位取得に必要な単位を取るため
に学生が選んで受講する科目。必修科目と区別される。

Extracurricular Activities：課外活動。大学の授業科目外
で行われる学業以外の活動。

Faculty：教授陣。米国の大学で授業を担当する教員。
教授、准教授、助教、講師が含まれる。

Fees：納付金。大学が教育機関として提供するサービス
の費用を賄うために授業料とは別に請求する金額。

Fellowship：研究奨学金。通常は大学院生に与えられる
財政援助の形態の 1つ。一般的に、援助を得る学生が
何らかの勤労を求められることはない。
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Final Exam：最終試験。よく「ファイナル」と呼ばれる
最終試験とは、個々の教科について授業期間中に扱っ
た内容全てが出題範囲の試験。

Financial Aid：財政援助。金銭、ローン、および勤労修
学プログラムの全ての種類を含む総称で、授業料、納
付金、生活費などの支払いを助けるために学生に与え
られる援助。

Fraternities：フラタニティー。米国の多くの大学にある、
交友、学業、慈善活動のための男子学生の組織。

Freshman：フレッシュマン。高校や大学の 1年生。

GMAT（Graduate Management Admission Test）：経営
学大学院入学者選考テスト。通常は、ビジネス・経営
学プログラムの入学申込者に受験が求められる。

Grade Point Average：成績平均点。履修した各科目で得
た成績を数的平均値に基づき学業成績を記録する方式。

GRE（Graduate Record Examination）：大学院進学適性
試験。言語（英語）、数学、批判的思考、分析的ライティ
ングの能力を測る主に多肢選択式のテスト。大学院プ
ログラムへの入学試験に使用される。

High School：高校。米国で中等（教育をおこなう）学
校（secondary school）を指す用語。

Higher Education：高等教育。大学、専門職養成機関、
技術訓練機関などにおける中等後教育。高校修了者を
対象とした教育。

Honors Program：オナーズプログラム。成績優秀な学
生を対象とした難易度の高いプログラム。

International English Language Testing System（IELTS）：
国際英語力試験。アイエルツ。英語を母語としない出
願者の英語力を測る試験。
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International Student Adviser（ISA）：留学生アドバイ
ザー。米国政府の規則、ビザ、学業規則、社会的習慣、
言語、金銭や住居の問題、旅行計画、保険、法的問題
などについて、留学生に情報を提供し助言する大学の
担当者。

Junior：ジュニア。高校や大学の 3年生。

Liberal Arts：一般教養。学生の口頭表現力、文章を書
く力、論理的思考力を伸ばすことを目標とする、人文
科学、社会科学、自然科学系の科目の学問的研究を指
す用語。

LSAT（Law School Admission Test）：ロースクール入学
試験。米国のロースクールの法律専門職養成課程およ
び一部の大学院法律課程の入学志願者に受験が義務付
けられる。

Major：専攻。学生が専念したいと思う学問領域。

Masterʼs Degree：修士号。学士号取得後、通常は最低 1
年間の修学を含む学業要件を満たすことによって授与
される学位。

MCAT（Medical College Admission Test）：医科大学入
学試験。米国のメディカルスクール入学志願者に受験
が義務付けられる。

Midterm Exam：中間試験。学期前半が過ぎた後に行わ
れる、その時点までの講座履修内容全てが出題範囲の
試験。

Miller Analogies Test：ミラー・アナロジー・テスト。
分析的思考能力を測定するテストで、教育学や心理学
などの分野の大学院課程への入学に受験が必要な場合
がある。

Minor：副専攻。学生が 2番目に重点を置いて学習する
学問領域。
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Non-resident Student：非居住者学生。州の居住者要件
を満たしていない学生。居住者と非居住者では、授業
料や入学許可方針が異なる場合がある。留学生は一般
に非居住者に分類され、授業料減額を目的に後から居
住者に変更できる可能性は極めて少ない。「州外」（out 
of state）学生と呼ばれることもある。

Notarization：公証。文書（または陳述、署名）が、真
正かつ真実であることを公務員（米国では「公証人」
と呼ばれる）、または宣誓管理官でもある弁護士が証明
すること、およびその証書。

Placement Test：レベル分けテスト。所定の分野で学生
を適切な講座に入れることができるように、その分野
の学力を測定するために使われる試験。レベル分けテ
ストの結果に基づいて、学生に科目の単位が与えられ
る場合もある。

Postdoctorate：ポストドクトレート。博士号取得者を対
象にした研究。

Postgraduate：ポストグラデュエート。通常は大学院学
位取得者を対象にした研究を指す。大学院教育の意味
で使われる場合もある。

Prerequisites：必須課程・科目。さらに上級の課程や科
目の履修を認められる前に、修了しておかなければな
らない課程や科目のこと。

Professional Degree：専門職学位。通常、学士号取得後
に取得することができる。医学、歯学、獣医学、法学
などの専門職に進むことを目的とした学位。

Registration：履修登録。クオーター、セメスターない
しはトライメスターの学期中に履修する科目を学生が
選択する手続き。

Resident Assistant（RA）：学生寮の寮長アシスタント。
キャンパスにある学生寮の寮長を補佐する人。寮生活
に関して問題や疑問がある場合に、通常寮生が最初に
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連絡する相手。RAは普通、その大学の学生で、RAとし
て働くかわりに住居の無料提供などの恩恵を受ける。

Responsible Of�cer（RO）：受け入れ機関責任者。交換
留学プログラムのスタッフで、交流訪問者の情報を収
集し、学生・交流訪問者情報システム（SEVIS）に報告
し、ビザ申請の支援をする。ROの氏名はDS-2019に記
載される。

Sabbatical：サバティカル。密度の濃い研究を行うため
に教員に与えられる長期有給休暇。

SAT：大学進学適性試験。数学と英語の能力を問う、主
に多肢選択式の試験で、学部課程の入学試験として使
用される。

Scholarship：奨学金。通常は学部課程の学生に与えら
れる財政援助の修学助成金。授業料と納付金の両方ま
たはどちらか一方が免除になる形もある。

School：スクール（学校）。通常、小学校、中学校、高
校を指す用語。さらに「カレッジ」「ユニバーシティ」「イ
ンスティテューション」などの言葉の代わりにも使わ
れる。また「ロースクール（法科大学院）」「クラジュエー
トスクール（大学院）」など、教育の場を指す一般用語
としても使われる。

Semester：セメスター。約15～16週間、または 1学年の
半分の学習期間。（ 2学期制の 1学期）

Seminar：ゼミ。小グループ授業の 1形態で、自主研究
とクラス討論が教授の指導の下で行われる。

Senior：シニア。高校や大学の 4年生。

Social Security Number（SSN）：社会保障番号。老齢者・
遺族・廃疾者年金保険料を給与から天引きするために
米国政府が国民に発行する番号。定期的に働く人は誰
でも社会保障番号を取得しなければならない。多くの
大学が、学生のID番号として社会保障番号を使用して
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いる。

Sophomore：ソフォモア。高校や大学の 2年生。

Sororities：ソロリティー。米国の多くの大学にある、
交友、勉学、慈善活動のための女子学生の組織。

Special Student：聴講生。講座を受講しているが、学位
課程に在籍していない学生。

Student and Exchange Visitor Information System（SE-
VIS）：学生・交流訪問者情報システム。米国への渡航
前および滞在中、留学生・交流訪問者のデータをオン
ラインで管理するシステム。米国国土安全保障省が管
理運営する学生・交流訪問者プログラム（SEVP）の一環。

Syllabus：講義要綱。講義・授業で取り上げる題目の概
要。

Teaching Assistant（TA）：授業助手。大学から何らかの
形の財政援助を受ける代わりに、自分の専攻分野の学
部科目のインストラクターをする大学院生。

Tenure：終身在職権。よほど特別な事情がある場合を
除き、教員が定年まで大学に雇用されるという保障。
尊敬に値する研究・出版実績を示した上級の教員に与
えられる。学問の自由を守ることが目的。

Test of English as a Foreign Language（TOEFL）：
TOEFL（外国語としての英語のテスト）。英語が母語で
ない出願者が受ける英語能力判定テスト。

Thesis：学位論文。学士号または修士号取得を目指す学
生が、あるテーマについての研究結果をまとめて執筆
する論文。

Transcripts：成績証明書。学生の学業記録の認証謄本
（「Notarization公証」の項を参照）。

Transfer：編入。学位取得のため、ある大学から別の大
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学へ移る手続き。

Tuition：授業料。指導や研修の対価として教育機関が
請求する金額（書籍代は含まれない）。

University：総合大学。学部と大学院の双方の学位課程
を提供する中等教育後の大規模の教育機関。

Zip Code：郵便番号。郵便の宛先に含まれる一連の番
号で、米国の郵便配達区域を示す。
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